
中 日本赤十宇社 静岡県支部 人間 を救 うのは、人間だ。

Japanese Red Cross Society

日本赤十字社静岡県支部へのご協力、ありがとうございます。みなさまからの大切な資金は、いのちを支えるために使われています。
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日本赤十字社静岡県支部では、「平成30年 7月 豪雨災害」の被災地へ。

「救護班」と「こころのケア班」を派遣。

■平成30年 7層 15鶴 (置 )～ 10鶴 (本 )

静岡赤十寧病院救護班 (広 島暴藁籠警浦地区〕

■斗藤 0年 7周 24爾 (火 )～ 23爾 (上 )

浜松赤十字病院救護璃 (広島県呉篇安鸞地区)
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1 餃平成30年 8月 1轟 (本 )～ 6爾 (馬 )                 |

: 県内赤十字施設 (静 岡県支部膠 豆・引佐罐 野赤十字病開 職員 |
! ′群芳餞 :自 彎憾軍、                  ま

篭_Ⅱ正■■_____.__………………拶

甕本簿十黎社静爾県貪書番で 1譲 、県向赤幸字病饒 (静 繭 `浜 松 `ξ :佐 ,

鸞豆・纏諄):こ 数護爾、曲液センター‡こ血液幾総甕員を編成して、費書重寺

の数護溝動 :こ 備えてもヽ寂す。菫た、災書が発生 した時 :こ 、直ち :こ 被災者

翁鞭護ζこあたれるよ多 関ヽごうから災書数護鴛動 :こ 嚇要な撫機や技術の

冒待を進違な籍動携を養成するた論、最護甕量‡こ対 し欝|1畿 晨び研修を

行 》́てもヽます3
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災書時に迅速かつ有効な救援対策がとれるよう

災害救援品の備蓄をしています。
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毛布 …・ ‐  ・ ・ パック加工された毛布

緊急セツト … …  …  …携帯ラジオ、懐中電灯、風呂敷など

下着セット   ・ … ・ Tシャツ2枚、下着2枚

タオルセット    ・ ・ 一・バスタオル1枚、フェイスタォル・ハンドタオル各2枚

※これら災害救援品を県内各地に備蓄 しています

蒻憑

緊急セット

轟驚藤十宇瞳で薔よ、量吻畿機 で撥提鰺での難轟 1轟 難 :こ 舞應する偉簾ξ登甕亀ギ転ゝ菫字 .

蒻涸曝饒ま議懲ち揉ん、筆撞戦び罐難豫ヽもは難譲難が嚢鐘 され救轟 :機 動薔駐轟た叩襄す。

Japanese Red Cross Socioty
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日本赤十字社静岡県支部では、災害に備え『炊き出し」の協力体制を整えています。

「おいしい!」 をみんなで、地域で。

炊き出しリーダ…が活躍。

そして、炊き出し出張講座開始 !

地蓋戒で飲き慮し遷動を実施する驀畿爾員 ;よ 、国本赤十

字社静岡県文書Sが行う炊き蘊移リーダー養成議冒会‡こ

参鶴し、数き出し仰按籠、実践を学んでもヽます=,ま た、藩畿

国か脅短昔麟じ‡こ驚鞭薦する電菫具むして、市区町 :こ 豊短き出し

難材を記鱗移てしヽます(,そ して、平成20年 度から焼き出

し臨張講座を聞始しまし急,F炊 き畿し巻学びたい l」 と

もヽ うF彗 :こ こたえるた

曲治会 ,露丁内会へ炊 き

菫じ:ず ―ダー等が伺器、

飲 き出 しの 技 術 を

広めます :

日本赤十字社静岡県支部では、危機対応能力を高める講習を行つています。

日常の「守る力」を、あなたに。

災害の有無に関わらず健康で安全な生活を送るための知識と技術を習得。

心肺蘇生やAEDの使い方、けがの

手当のほか、災害時の心得などが

学べます。
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颯赤十字BLS入門講座

水の事故から生命を守るたぬの知

識と技術が学べます。

1:目目 i::回 Iロト … … …… … …・

●着衣泳

●水に入らなしヽレスキュー

子どもを対象 :こ した事数の子購と

手議、心鱗蘇豊やA tt Эの使い方な

とが学べます。

高齢 の家族 や地域 の人′々に対 す

る、こころとからなのケアにつ t:

て学べます。

蟄本赤十宇織静覇彙菫欝βマ|よ 、量言導議習の華より、′1ヽ 攀嵩岐生を難象とした言藝Ю盆ポ巡凩炸のプ鐵グラム産作成し、警晨 ;こ 鶉鵡てもヽます。
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災害時にいち早く救護班などを派

遣し、救護活動を実施。そのため訓

練・研修を通じた人材育成、機材整

備、救援品備蓄などを行い、常に災

害に備えています。

大切な命を救うため、救急医療や

地域に根ざした医療を行います。

そのために必要な赤十字精神を

もつ看護師を養成します。

苦 しんでいる人を救いたいという

思いに基づき、健康で安全な生活

を送る具体的な知識と技術 を身に

つ けることを目的 に各種 講 習 を

行っています。

病気やけがの治療などで輸血を必

要とする人々を救うため、安全な血

液製剤を24時間体制で医療機関

へお届けします。

日本赤十字社静岡県支部の活動は

ボランティアのみなさんに支えられて

います。各種奉仕団があり、災害時

だけでなく、日常生活においても特

技や技術を活かして活動しています。

世界的ネットワークを活かして、紛争

や自然災害による被災地への緊急

支援、中長期的な復興支援を行う

ための職員派遣や事業を行います。

幼稚園から高等学校までの教育現

場で、青少年が実践活動を通して

自ら「気づき、考え、実行」できる学

びの機会を提供します。

気持ちと

行動に移すには

どうしても資金が必要です。

資 コ̂ニ の 用
ね` ト

理E

・ ■社員 (会員)の加入促進のために

20,837,462円

広報活動のために

23,404,699円

鰈奉仕回・青少年赤十字の支援のために
33,058,223円

隋医療事業・救護看護師養成のために

42,442,603円

颯施設管理のために

57,264,177円

平成29年度にみなさまからお寄せいただいた活動資金は、

下記のとおり活用させていただきました。ご協力ありがとうございました。

筆救護・救援活動のために

119,853,179円

咆運営管理のために

89,782,146円

鰈市区町の赤十字活動のために
81,459,064円

回救急法等の講習普及のために

60,032,681円

※災害発生時に受け付ける「義援金」

は、金額か配分委員会を通 して

被災した方に届けられます。

日本赤十宇社 静岡県支部
Japanese Red Cross SOciety

〒420-0853静 岡市葵区追手町44-17
TEL 054-252-8131 http://wvvw.shizuoka.irC.Orip

528,134,234円

総 額

+
この印刷物は、みなさまからいただいた資金で作っています。
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